
小学校【国語】 課題の具体と指導改善のポイント

大問３四 日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに気づく
ためには、本などの中の言葉から、自分を支える言葉を見つけたり、今までにな
かった考えを発見したりすることなどによって、読書の意義をより強く実感でき
るようにすることが大切です。
年間を通して「朝の読書活動」や「読書の記録」等の取組みを通して、日常的に読
書に親しみ、「読書の記録」を見返すなどして、児童自身の気づきを引き出す学習
場面を設定すると効果的です。

【学習指導要領の内容】 ［第５学年及び第６学年］知識及び技能
（３）我が国の言語文化に関する事項：オ 日常的に読書に親しみ、読書が、自分
の考えを広げることに役立つことに気づくこと。
【問題形式】 選択式

【学習指導要領の内容】 ［第５学年及び第６学年］思考力、判断
力、表現力等
B書くこと：ウ目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い
たりするとともに、事実と感想、意見とを区別して書いたりす
るなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。
【問題形式】 記述式

大問２二
情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し、
使うことができるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを明確にし、客観的な事実を取り上げることで、考え
をより深めていくことができるようにすることが大切です。そのためには、取り上げた事実が、自分
の考えを裏付けるものになっているかどうかを振り返り、事実と考えとの関係を明確にできるよう
にする必要があります。
その際、内容に注目して文章全体に一貫性があるかを確かめたり、文末表現に注目して事実と考え
を適切に区別しているか、事実と考えを混同していないかを確かめたりする場面を設定することも
大切です。
事実あるいは考えのどちらかが不足している児童には、伝えたいことを児童同士で交流しながら、
それを支える事実としてふさわしいものが取り上げられているかを確認したり、事実を裏付けする
ことでどのような考えを伝えたいのかを確認したりすることができるよう、児童同士で書いた文章
を読み合い、確かめ合う場面を設定することも効果的です。
事実と考えを区別して書くことができていない児童には、主語や文末表現を意識して文章を見直
すように促すなど、教師が個別に指導することも考えられます。

この問題は、和泉市
の児童が最も全国との
正答率に差があった問
題です。

この問題は、国の調査結果で正答率が56.7%だったことから、課題として挙げられていた問題です。



小学校【算数】 課題の具体と指導改善のポイント

大問３
(3)

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求
め方を式に表すことができるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
解答類型を見てみると、多くの子どもたちが、球の直径の長さが立方体の辺の長さに対応す
るという関係を捉えることができていないことが分かります。図形の体積を求める際、情報を
自ら選びだすためには、図形の意味や性質の理解を深め、図形を構成する要素を見いだし、活
用できるようにすることが大切です。
図形を構成する要素や図形どうしの関係に着目し、筋道を立てて問題を解決できるよう日々
の授業から意識できる工夫をすることが大切です。

【学習指導要領の内容】 思考力、判断力、表現力
〔第３学年〕Ｂ図形(1)図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。ア次のような知識及び技能を身に付けること。(ウ)円について、中心、半径、直径を
知ること。また、円に関連して、球についても直径などを知ること。イ次のような思考力、判断力、
表現力等を身に付けること。(ア)図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えるとともに、
図形の性質を見いだし、身の回りのものの形を図形として捉えること。
〔第５学年〕Ｂ図形(4)立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。ア次のような知識及び技能を身に付けること。(イ)立方体及び直方体の
体積の計算による求め方について理解すること。イ次のような思考力、判断力、表現力等を身に
付けること。(ア)体積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の体積の求め方を考えるとと
もに、体積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察すること。
【問題形式】 短答式

【学習指導要領の内容】〔第５学年〕Ｃ変化と関係(2)異種の
二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動
を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア次のような知識及び技能を身に付けること。(ア)速さなど
単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、そ
れを求めること。イ次のような思考力、判断力、表現力等を
身に付けること。(ア)異種の二つの量の割合として捉えられ
る数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり表現
したりする方法を考察し、それらを日常生活に生かすこと。
【問題形式】 記述式

大問４
(3)

道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を用いて
記述できるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
どちらの方が歩くスピードが速いのかを理解しているものの、それを選んだ理由を正しくかくこと
ができなかった児童が多くいました。２つの数量の関係に着目し、場面に応じて速さの比べ方を考
察できるようにすることが大切です。日頃から数学的な見方・考え方を働かせるための声かけをす
ることが重要です。子どもたちが自分の言葉で表現できる機会をつくりましょう。

主体的・対話的で深い学びのために
日々の授業で大切にしたいこと

「何を？」「どのように？」「なぜ？」の問いかけを大切に‼

事実 方法 理由
数学的な見方・考え方を

働かせる

この問題は、
和泉市の児童の正答率が
低く、無解答率が高かった問
題です。

この問題は、全国的に正答率が最も低かった
問題です。和泉市の児童の３割ほどしか正解
することができなかった問題です。



中学校【国語】 課題の具体と指導改善のポイント

大問３四
表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよう
に工夫することができるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
①意図的に自分の考えを表現し、表現の効果を考える活動を取り入れましょう。
自分の考えを表現する機会を授業者が意図的に活動に設定し、書くことに慣れさせる必要が

あります。また、自分の考えがよく伝わる文章を書くには、表現の効果を考えて描写するなど、工
夫して書くことが必要です。日々の授業で表現の効果について触れ、生徒自身にその効果につい
て実感させることが大切です。
②自分が伝えたいことが読み手に伝わっているかを確かめ、推敲する活動を取り入れましょう。
例えば、物語を創作する学習の中で、下書きした文章などを読み合い、どのようなことを伝え

ようとして各場面の内容を構想していたのか、自分の伝えたいことが伝わるような描写になって
いるのかなどを、説明したり確かめたりする学習活動が考えられます。

【学習指導要領の内容】〔第２学年〕思考力、判断力、表現力等 Ｂ書くこと ウ 根拠の適切さを考えて説明
や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるように工
夫すること。《考えの形成、記述》
【問題形式】 記述式

【学習指導要領の内容】［第２学年］思考力、判断力、表現力 C読むこと ウ 文章と図表などを結び付け、そ
の関係を踏まえて内容を解釈すること。《精査・解釈》
【問題形式】 選択式

大問２
一

【指導改善のポイント】
①意図的に、文章と図表などを結び付ける活動を取り入れましょう。
国語の資質・能力は、意図的に取り組まないと育めないものもあります。授業者が意図的に活
動を設定する必要があります。
②文脈を踏まえた上で、図表などがもつ役割について考える活動を取り入れましょう。
図表などがもつ役割を考えるためには、その図表などを単独で取り上げるのではなく、図表
などが文章中にある場合と読み方を比較したり、図表などが示されていることによって、具体
的にどのようなメリットがあるかを考えたりするなど、文脈を踏まえながら図表などについて
考えることが大切です。
③読者と筆者・作者の立場を行ったり来たりしながら、文章を読んだり書いたりさせましょう。
その時々で、読み手の立場と書き手の立場を行ったり来たりする体験を意図的にさせること
が大切です。

文章と図を結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することができるかどうかをみ
る問題

この問題は、和泉市の生徒の
無解答率が最も高かった問題です。

この問題は、全国的に正答率の低かった問題です。
選択式問題ということもあり、無解答率は低いです。



中学校【数学】 課題の具体と指導改善のポイント 大問７
(２)

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現
を用いて説明することができるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
①複数の箱ひげ図の比較からわかることを根拠に、事柄が成り立つと判断
する理由を子どもたちが表現できる場面を設定しましょう。
代表値や箱の幅、箱の位置など、複数の箱ひげ図を比較してわかることに
ついて、どの情報が事柄の成り立つ根拠となるかについて考えられるよう
にする活動を取り入れると効果的です。

②箱ひげ図の箱や四分位範囲の意味を捉え直すことで、箱の位置や四分位
範囲の有用性について理解を深める場面を設定しましょう。
箱ひげ図やドットプロットなどを並べて示すことで、箱ひげ図の箱や四分
位範囲に含まれるデータからその意味を捉え直し、箱の位置や四分位範囲
で比べることの有用性を理解できるようにすることが大切です。

③統計的な問題発見・解決の過程の良さに気づくことができるような学習
課題を設定しましょう。
データを収集・整理し、分析し、考察して終わりではなく、統計的探究プロ
セスを回しながら、課題解決をめざすことで、統計的な問題発見・解決の過
程の良さに気づくことができるように授業の工夫をしてみてください。

【学習指導要領の内容】
〔第２学年〕Ｄデータの活用(1)
データの分布について、数学的
活動を通して、次の事項を身に
付けることができるよう指導
する。イ次のような思考力、判
断力、表現力等を身に付けるこ
と。（ア）四分位範囲や箱ひげ図
を用いてデータの分布の傾向
を比較して読み取り、批判的に
考察し判断すること。
【問題形式】 記述式

【学習指導要領の内容】〔第２学年〕Ｃ関数(1)一次関数について、数学的活動を通して、次の事項
を身に付けることができるよう指導する。ア次のような知識及び技能を身に付けること。（ア）一
次関数について理解すること。
【問題形式】 記述式

大問８
（２）

二つのグラフにおけるy軸との交点について、事象に即して解釈することが
できるかどうかをみる問題

【指導改善のポイント】
①問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにしましょう。
例えば、ストーブの使用時間の違いを求めた後に、その方法を説明する活動を取り入れること
が考えられます。その際、解決の方法として表現が不十分な説明を取り上げ、問題解決の見通し
を共有した場面や使用時間の違いを求める過程を共有した場面を振り返りながら、十分な説明
にしていく場面を設定することが効果的です。
②日常生活や社会の事象における問題の解決に関数を活用できるようにしましょう。
例えば、問題解決の過程や結果を振り返り、ストーブを６時間使用して１８Lの灯油を丁度使い
きれるような「強」と「弱」の設定の組み合わせについて話し合う活動を取り入れることが考えら
れます。日常生活や社会の事象の中の関数関係に着目し、構想を立てて、問題を解決できるよう
にすることや、その過程を振り返り、関数を活用することのよさを実感できるようにすることが
大切です。

この問題は、和泉市の生徒の正答
率が最も低かった問題です。

今回の調査の中で、
和泉市の生徒の無解
答率が最も高かった
問題です。


